






要約:新生児突然死例と乳児突然死症候群例について、神経病理学的に検索し、新生児と

乳児の突然死の類似性、および脳における反応性ダリアの分布を検討した。新生児突然死

および乳児突然死症候群に、大脳白質軟化とアストログリア増生があり、頻度の高い共通

所見があったが、脳幹グリオーシスは新生児では橋に、乳児では延髄にもっとも強く認め

られた。胎児期に生じる脳軟膜内グリア神経組織ヘテロトピアが高頻度にみとめられ、検

討課題となった。


